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一一人工呼吸関連機器 :ユーザーのレポート

人工呼吸:13巻2号

Servo 300での呼吸回数設定は何に影響するか
名古屋大学医学部附属病院救急部、集中治療部

福岡敏雄、 武津純

多くの米国製の人工呼吸器では、1回換気量を単独で

級定できる。しかし、 Siemens祉のServoシリーズで

は、 1回換気量は分時換気量/CMV回数によって決ま

る。CMV回数設定から、CMVサイクル(60秒/CMV回数

・説明書の中では『呼吸時間』とされている)が決ま

り、その何%を吸気時間やポーズ時間とするかを設定す

ることで吸気流速や吸呼気比が決まる。

1. SIMVモード(従量式)におけるCMV回数とSIMV

回数について :II'fl換気最は分時換気鼠とCt... fV回数(設

定上は呼吸I '~'I数)から決定される。したがって、分時換

気篭(Volumじ)を変えずにじt¥!Vu1J数をドげるとl回換気

持tは嶋加する。人 r時 l汲日目か らの向性 II~~の場介には‘

SIMV 同数を FげJ.lば、 ーIIIIf喚気hlは変化しない。

ととと.L.S.且1\1両l殺はr~IV I司教rL:E..Tなければならない

SIMVの場合、アシス卜換気を行う待ち時間(アシス

トウインドウ)はCMVサイクルとなる。CMV回数30

["1. SIMV@]数1<W'[と設定した場合、 G秒のSIMVサイク

ルのうち最初jの2秒間に忠?[.の吸気を感知すると繍助換

気を行う。この1mにl汲54がない場合には、 2秒の終わり

に強制|換気を行う。 Ncl!core一l'uritan-Bennett社の

7200 シ リーズでは、思l f者の吸~(を感知すればSIMVサイ

クルごとにlliij補助換気を行なう。倍、者の吸気がなけれ

ばSIMVサイクルの鼠後まで強制l換気は行なわない。こ

のため自発呼吸が不規則で熊呼吸を繰り返す忠者では、

無呼吸時間がSI1¥!Vのサイクルの2millく(ここでは約12

秒)になりうる。Servo300ではCMVとSIMVのサイク

ルの和(この例では約叫少)が無呼吸11年1mとなりうる。

Scrvo 300の場合、 CI¥NliiJ数を上げるとアシス トウ

インドウが短縮[、 t'11t呼吸のある!ぷ何でも吸気を感知

しないまま強制換気を行なう可能開がある。患者の吸気

を感長[1できるよう 十分なウインドウをとるようにする。

このCMVサイクルはPSVやVSVなどでの吸気時間に

も影響する。 l汲気時間が，;-Q:itされたサイクル0)80%とな

ると強制的にPf';<{に移行する。したがって、CMVサイ

クルが傾綿iに供iく設定された場合には、この制限により

吸気時間が灼くなることが起こりうる。たとえば、

CMV回数を60問としてCP八PモードでPSVを行った場

合、患者が吸気時聞がl秒を選えるような大きな呼吸を

すると、 Cl¥Nサイクルの80%である0.8秒で自動的に呼

気に移行し、吸気終 fのJriJ謝性が得られなくなる。

2. VSVと分時換気量、 CMV回数との関係 :VSVはl

問換気鼠を保証する!日~I笹川換気と思われやすいが、実際

には分時換気最を保証するようにサポー ト1J:を制御して

いる。忠者の呼吸|白I数がCMVl'リ数で設定された呼吸間

数以下の場合には、設定されるIlnJt換気量以上に目標と

する1問換気量を周やしてサポート圧を上げ、分時換気

量を設定値に近づける。呼吸回数が少なくなっても.目

標とするl回検気鼠は設定例の150%を滋えない。逆に

呼吸回数が期えた場合にはrJ僚とする1回換気量は維持
される。説明書の中でも分時換気量とCMV回数とで設

定される1同僚気量は設定最小l同換気量と記述されてい

る。もしも、呼吸回数が設定CMV回数の2/3未満になる

と、1回倹気鼠を150%にしても目標とする分時換気量

は得られない。この場合、実際の分時換気量は設定分時

換気量以下になるが、分時換気量下限より多ければ特に

アラームは鳴らない。

3.VSVの利用法 :VSVの利用法については、まだ確

立されたものはない。代謝がlC進するなどして必要な患

者の分時換気量が憎え吸気努力の用加した場合、同じ補

助圧でも ーl司換気散はmhnするため換気補助はむしろ減

少する。また、 呼吸総からの縦脱を試みる場合、 VSV

では患者の吸Ä~~力が低卜するほど補助圧が高くなるた

め、 他の呼吸補助に比べて縦脱を促進できる保証はな

い。今後明らかにしなければならない点である。
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小児・新生児から成人まで
呼吸管理をこの1台で実現f

人工呼吸器サーボベンチレータ

Servo Ventilator 300 

サーボベンチレータ300は，20年以上
の実績と信頼性のあるサーボベンチ

レータ900シリーズの概念を基本と
した新しいタイプの人工呼服装置で

す。最新のコンビュータ技術を駆使

することにより，さらにグレードア

ップしたコミュニケーションか行え，

必要な情報か得られます。

人間工学を追求したNEWフォルム

・コンパクトで消費電力が少ない
・設定が簡単/ガイダンス付き
・コントロールパネルが切り灘せ，
遠隔操作も可能
.患者に愚適な位置で置ける
ニューマティックユニット
・停電時も安心/バッテリ内蔵
.将来に備えてグレードアップも
可能

-より高い安全性

・より高度な機能性

・より優れた操作性

承認番号 03BY-0828

多彩な後能群

・愚も復維な集中治療も多彩に適応

・新生児から成人まで，
すべての患者に適応

・高性能“サーボガスモジュール"

.呼吸が楽にできるトリガシステム

・シーメンス強自のニューモード

・圧補正従量式

・ボリュームサポート

・優れたコミュニケーション償能
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